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大
盛
況
だ
っ
た
北
山
わ
ん
ぼ
く
夏
ま
つ
り
ー
・

子
ど
も
も
大
人
も
カ
ヌ
ー
や
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
を
満
喫

黄
金
色
の
稲
穂
が
ゆ
ら
め
く
秋
の
空
、

北
山
田
ん
ぼ
も
実
り
の
時
季
を
迎
え
ま

し
た
。
〉
ト
の
北
山
公
図
で
8
月
の
哀
夏

日
、
初
め
て
の
北
山
わ
ん
ぱ
く
覚
ま
つ

り
が
市
民
の
手
で
開
か
れ
ま
し
た
。
出

店
や
チ
ビ
も
太
鼓
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、

カ
ヌ
ー
遊
び
、
野
外
映
画
会
な
ど
、
企

画
は
も
り
た
く
さ
ん
。
た
く
さ
ん
の
人

々
が
集
ま
り
大
盤
祝
で
し
た
。
野
外
で

遊
ぶ
楽
し
さ
を
改
め
て
再
縁
職
で
き
た
一

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
月
に
は
第
3
回
目
の
北
川
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
作
戦
。
そ
し
て
渦
流
復
活
へ

向
け
て
か
っ
ば
の
会
と
し
て
も
、
い
よ

い
よ
具
体
的
に
プ
ラ
ン
を
鎮
定
し
て
い

、
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
チ
9
－
，

多
忙
で
は
あ
り
ま
す
が
、
忙
中
悶
有
り
。

各
々
方
、
遊
び
も
不
可
欠
で
す
ゾ
。

l
こ
ぁ



土と年号かめての璃・

字引やれくぼ草子評、ン

菩
小
高
く
雪
ま
っ
Y
l
。
辱
ん
圭
手
金

ま
っ
た
く
ま
っ
た
く
鰯
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。
か
つ
ば
の
会
も
実
行
嚢
蹄
と

し
て
参
加
し
た
第
1
田
の
北
山
わ
ん
ぱ

く
裳
ま
つ
り
に
1
0
0
0
人
も
高
塩
が

集
ま
っ
た
ナ
ン
テ
。
主
催
者
発
表
（
ホ

復
元
を
願
っ
て
と
い
う
主
管
の
高
氏
幸

づ
く
り
の
東
ま
つ
り
が
、
夏
休
み
の
8

月
4
日
、
北
山
公
開
を
中
心
に
終
日
関

か
れ
ま
し
た
。

十
数
団
体
で
梅
成
さ
れ
た
実
行
糞
員

会
が
、
蕪
村
両
市
、
教
馨
巌
会
、
油

土
余
の
後
糠
を
受
け
、
フ
ル
橡
鋤
で
ま

つ
り
を
醸
偏
。
証
役
所
の
惹
き
行
政
マ

ン
た
ち
も
数
日
前
か
ら
カ
ヌ
ー
の
た
め

に
北
川
を
せ
き
正
め
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り

用
の
竹
を
刈
り
に
と
、
大
綱
鵬
。

当
日
は
「
東
村
山
祭
太
鼓
」
　
の
子
ど

も
た
ち
の
和
太
鼓
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。

ン
ト
は
9
1
5
人
く
ら
い
カ
ナ
）
と
は

い
え
、
多
く
の
串
民
（
オ
ト
ナ
も
コ
ド

モ
も
）
が
楽
し
ん
で
く
れ
て
よ
か
っ
た

よ
か
っ
た
。

北
山
公
園
一
雄
の
水
と
緑
の
保
全
、

き
、
北
川
で
は
子
ど
も
た
ち
が
初
め
て

の
カ
ヌ
ー
に
興
じ
て
大
騒
ぎ
。
昼
に
は

地
元
ブ
ル
ー
ス
の
席
J
J
の
殖
び
入
り

演奏。出
店
で
は
焼
き
鳥
、
難
さ
ソ
ハ
が
お

い
し
い
匂
い
を
ふ
り
ま
き
、
有
磯
野
粟

の
販
売
や
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
宴

ま
つ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
も
販
売
。

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
も
大
に
ぎ
わ
い
。
夜
は

北
山
小
学
校
校
嬢
で
野
外
映
画
会
「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
」
が
上
映
さ
れ
、
メ
イ

や
サ
ツ
年
と
一
統
に
な
っ
て
、
大
人
も

予
ど
も
も
一
腕
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
酔

い
し
れ
ま
し
た
。

来
年
も
ぜ
ひ
と
い
う
声
に
、
英
姿
の

蘭
々
も
東
村
山
の
東
の
風
物
講
に
な
れ

は
い
い
ネ
と
感
激
の
一
日
で
し
た
。



：粥綱姫緑師勝絵

9月5日、東村山の緑地地図をも

とに、参加市民団体が重要と思う自

然や問題をマッピングしました。

市内の大きな緑地として、八回山
・北山周辺、仝生園、野火止用水、

狭山公園、自転車道、小平霊園、寺

社・屋敷林等があげられました。
また、市内を流れる北川、前川、

空堀川等の問題点、湧水ポイントの

自然の重要さも指摘されました。

人間が見るだけの対象としてでな
く、生き物に重要な縁と水を保全・

復元することが求められました。

両帝碑亭々暗乱し締高軸

達要供　をかな　子
のなの，，学しい危依
姿の成川ん、、険運
勢は長のだ今とだの
で’に危ののいか活
は子重険で大う　ら動
な供要‘‘は人声川報
いをな　をなはがで告
で見こ　学い川も遊も
し守と　ぷで避りんあ
よれで　こ　しびま　じり

う　るす　と　よです　やま

か大　○　も　う多　oい　し〇人必子かく　しけた

川
と
遊
べ
る
日
野
市
潤
徳
小
を
探
険

第
6
回
か
っ
は
探
検
隊
は
、
9
月
8

日
、
水
辺
と
一
体
と
な
っ
た
小
学
校
と

し
て
有
名
な
日
野
市
潤
徳
小
学
校
を
訪

れ
ま
し
た
。
建
設
省
の
「
水
辺
の
学
校
」

事
業
に
興
味
が
あ
る
の
で
、
先
進
事
例

と
し
て
見
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
す
。

日
野
市
水
路
清
流
課
長
の
笹
木
さ
ん

に
市
役
所
で
お
話
を
開
き
ま
し
た
。
市

民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
信
頼
と

は
ど
よ
い
緊
張
関
係
が
大
切
と
の
こ
と

で
す
。

向
島
用
水
路
を
見
学
。
コ

ン
ク
リ
護
岸
を
壊
し
て
校

庭
か
ら
水
に
入
っ
て
遊
べ

る
よ
う
に
整
備
し
た
担
当

の
熱
雷
に
、
参
加
薯
は
感

心
し
ま
し
た
。

東
村
山
の
北
山
小
と
北

川
の
関
係
を
考
え
る
う
え

で
大
変
参
考
な
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
し
た
。

そ
の
後
、
潤
徳
小
に
沿
っ

菜
辺
蓬
警
ン
ポ
ジ
三
菱
加

8
月
2
4
日
、
「
水
辺
の
楽
放
し
　
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
調
布
市
民

の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

水
辺
の
楽
校
と
は
、
川
を
子
供
達

の
接
続
学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

整
備
す
る
建
毀
省
の
事
業
で
す
。

当
日
は
、
学
校
に
川
を
引
き
込
ん

だ
り
、
校
庭
か
ら
直
接
川
へ
降
り
れ

る
よ
う
に
し
た
事
例
が
報
告
さ
れ
、



籍
遠
国
批
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
確
戦

北
川
の
潜
流
復
活
を
龍
的
に
は
じ
ま

っ
た
川
そ
う
じ
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
も
第
3
阿
曽
。
東
初
山
市
役
所
と
流

域
住
民
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
毎
回
参
加

者
が
鞠
え
、
平
均
に
し
て
1
5
0
名
を

越
え
る
人
々
が
、
熱
心
に
川
の
中
に
入

り
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
を
収
集
し
て
い

ます。北
山
小
の
子
と
も
た
ち
や
先
生
、
敬

長
兄
坐
も
参
加
す
る
な
ど
、
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
も
定
蕃
化
し
て
き
ま
し
た
。

下
水
道
の
完
備
に
よ
り
水
質
も
徐
々

に
よ
く
な
り
、
北
山
公
開
用
辺
で
は
、

カ
ワ
セ
ミ
や
コ
サ
ギ
な
ど
が
飛
来
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
先
刻
ご
承
知
の
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
樋
常
的
な
働
き

か
け
で
ざ
ら
に
北
川
の
復
活
が
近
づ
い

た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
い
う
こ
と
で
、
秋
晴
れ
（
予
定
）

の
十
一
月
。
第
3
回
繭
の
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時
‥
十
一
月
十
七
日
　
（
日
）

1
時
～
十
二
時

薬
今
場
所
‥
民
家
園
ま
た
は
糊
心
幼
稚

園
前
の
ど
ち
ら
か
へ

持
ち
物
・
㌧
ビ
ニ
ー
ル
軍
籍
∵

長
靴
・
タ
オ
ル

米
終
了
後
、
北
山
公
関
で
豚
汁
（
無
料
）

＆
ジ
ュ
ー
ス
・
ヒ
ー
ル
で
懇
談
会
有
り
。

欝
菅
田
濡
つ
賠
探
擬
隊
瓢
錆
ハ
膏
善
ジ
グ

奥
多
燐
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
。
七
九
一
．
メ
ー
ト
ル
と
い
う

低
山
な
が
ら
、
こ
の
季
節
は
ひ
と
き
わ

紅
葉
が
美
し
く
、
御
岳
山
や
御
約
両
な

ど
鹿
盟
が
は
つ
く
ん
。
捗
行
時
間
は
5

時
間
様
舷
。
ビ
ギ
ナ
ー
で
も
大
丈
夫
。

日
に
ち
‥
十
一
月
三
日
　
（
日
）

熊
倉
‥
粟
粒
両
駅
改
札
口
七
時
三
十
分
、

現
地
は
J
R
背
筋
鍛
華
畑
献
九
時
十
五
分

参
考
コ
ー
ス
タ
イ
ム
‥
雷
破
線
軍
畑
献

（
三
〇
分
）
～
掃
滅
寿
（
一
時
間
一
〇

分
）
上
岡
水
中
（
三
訪
分
）
～
惣
需
用

（
．
暗
闘
四
〇
分
）
～
晋
櫓
線
細
島
献

持
ち
物
・
・
昼
食
・
雨
具
・
ザ
ッ
ク
・
揮

千
・
お
菓
子
・
水
翰
・
錐
盗
用
純

金
製
‥
九
〇
〇
円

申
込
伍
∵
∴
三
馬
（
T
E
r
‥
○
霊
雪
空
－
お
の
…
）



婁
3
菜
と
繰
蓄
民
讃
会
喜

第
3
回
は
、
前
回
確
恐
し
た
東
村
山

の
自
然
の
問
題
点
に
つ
い
て
深
く
は
り

こ
み
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

特
に
、
北
川
等
の
川
の
自
然
競
境
を

ど
の
よ
う
に
保
全
・
復
元
し
て
い
く
の

か
？
、
生
物
の
生
息
か
ら
み
た
緑
の
あ

り
方
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
？
が
メ
イ

ン
な
テ
ー
マ
と
な
る
予
定
で
す
。

か
っ
ば
の
会
と
し
て
は
、
北
川
の
滴

流
復
活
や
八
回
山
・
北
山
周
辺
の
自
然

の
保
全
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
が
注
目
し
て
い
る
　
「
建
設

省
・
水
辺
の
楽
校
事
業
」
　
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。

懇
談
会
に
参
加
し
て
み
た
い
、
と
い

う
意
欲
あ
る
方
、
御
一
報
下
さ
い
。

●
第
3
回
水
と
緑
の
市
民
恕
教
会

◇
日
時
／
1
0
月
9
日
　
（
水
）
7
時
～

◇
場
所
／
未
定
　
◇
聞
合
せ
／
9
3
・

5
1
1
1
　
（
市
縁
故
課
　
根
建
）

水
杯
爪
り
一
r
ノ
ー
ト
‖
ノ
　
エ

日

時

　

1

0

月

6

日

日

時

′

－

3

時

湯
所
　
都
立
狭
山
公
園
（
太
陽
広
場

劇
団
風
の
子
に
よ
る
一
ト
キ
が
滅
び
る

と
き
一
午
前
日
時
開
演
や
、
手
で
見
る

彫
刻
（
千
葉
県
立
青
学
較
作
品
展
）
　
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
音
の
空
間
の
リ
サ
イ
ク

ル
風
鈴
、
か
っ
ニ
ー
つ
笛
づ
く
り
な
ど
、

盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
か
っ

は
の
会
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

吉
ツ
ク
ス
〓
ン
ク
リ
ー
ト
馨
が
な
く
誉
！

9
月
1
0
日
の
朝
刊
は
、
日
本
全
国

に
衝
撃
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

な
ん
と
、
建
設
省
が
河
川
工
事
か

ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
な
く
す
、
と
宣

言
。
治
水
一
辺
倒
の
河
川
行
政
が
百

八
十
度
転
換
し
た
の
で
す
。

二
〇
〇
一
年
ま
で
に
改
修
予
定
の

大
河
川
や
中
小
河
川
、
渓
流
（
約
九

千
八
百
㌔
）
　
の
う
ち
、
約
半
分
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
一
切
使
わ
ず
、
植
物

や
木
、
石
で
河
岸
を
保
護
す
る
。

約
四
分
一
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

土
で
覆
い
植
物
を
生
や
す
。
残
り
の

急
流
等
で
や
む
を
え
ず
使
っ
て
も
∴

今
後
の
技
術
開
発
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
な
い
川
に
す
る
と
い
う
の
で
す
。

北
川
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
が

な
く
な
る
白
も
近
い
の
で
は
？
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●
含
羞
香
川
筆
墨
座
【
警
固
】

I
i
多
目
総
理
用
づ
く
り
は
川
を

救
え
る
か
？
　
（
そ
の
4
）

先
日
の
台
風
1
7
号
は
、
各
地
に
大

雨
を
も
た
ら
し
、
浸
水
被
害
が
で
た

川
も
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

台
風
直
撃
の
日
、
空
堀
川
を
見
に

い
く
と
、
普
段
は
水
の
な
い
河
川
敷

一
杯
に
泥
流
が
流
れ
、
河
岸
近
く
ま

で
水
位
が
迫
っ
て
い
ま
し
た
。

川
の
自
然
は
、
洪
水
の
影
響
ぬ
き

に
語
れ
ま
せ
ん
。
瀬
や
淵
と
い
う
多

様
な
地
形
は
、
洪
水
の
カ
で
つ
く
ら

れ
、
生
き
物
の
住
処
と
な
り
ま
す
。

植
物
は
洪
水
の
影
響
を
類
鯨
に
受
け
、

不
安
定
で
遷
移
の
初
期
に
と
と
ま
り
、

特
有
の
植
物
柚
も
み
ら
れ
ま
す
。

日
本
の
川
は
、
特
に
普
段
と
洪
水

時
の
流
量
の
差
が
大
き
く
、
こ
の
こ

と
が
日
本
特
有
の
川
の
自
然
墳
境
を

成
立
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
多
自
然
壁
用
づ
く
り
で

は
、
洪
水
を
安
全
に
流
す
と
い
う
治

水
機
能
と
と
も
に
、
洪
水
に
よ
る
影

響
を
許
容
す
る
と
い
う
川
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
る
の
で
す
。
　
（
つ
つ
く
）

日

日

日

日

日

日

－

“

“

i

月

つ

∵

「

I

“

l

J

′
木
の
葉
は
粧
せ
ば
【
二
】

菅
野
結
花

水
源
か
ら
河
口
ま
で
、
流
れ
の
過
程

で
住
む
生
物
は
違
う
が
、
自
然
が
手
つ

か
ず
の
森
の
中
か
ら
人
工
の
擬
み
、
護

岸
沿
い
ま
で
、
体
系
こ
そ
異
な
れ
一
定

の
、
あ
の
強
－
▼
弱
と
い
う
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
が
在
る
。
一
見
単
純
そ
う
な
郡
市

河
川
で
も
水
が
流
れ
る
限
り
は
多
種
の

生
命
を
宿
し
て
い
る
の
に
驚
く
。

回
帰
本
能
を
穿
つ
烏
や
魚
以
外
の
「

土
抱
っ
こ
」
に
と
っ
て
中
流
河
川
で
の

冬
越
し
は
大
き
な
試
練
で
あ
る
。
秋
は

実
り
、
畳
み
、
彼
ら
の
命
を
大
き
く
左

右
す
る
準
備
期
間
で
あ
る
。
食
物
に
限

ら
ず
日
光
や
雨
も
植
物
に
と
っ
て
来
春

を
迎
え
る
為
の
糧
と
な
る
。

雌
カ
マ
キ
リ
が
卵
の
タ
ン
パ
ク
源
の

た
め
の
姥
を
合
す
、
そ
の
葦
原
の
下
で
・

枯
葉
に
し
が
み
つ
き
ヤ
ゴ
が
浮
流
旅
行

を
試
み
て
い
た
。



かっ儀の釜会員募築

狭山丘陵の東経、トトロの故郷北
山公園十歳の緑の保全と、その前を

流れるかつての水が羊の生息地北

川の清流復滝という2つの大きな
券をもってつくられた日勤lかっば
の会」も会員数が早くも90名を鍛

えるはいたりました。

自然が大好きで、趣旨lこ鶴岡、活

動に裁細できる方（参加、入退会自
由）を広く募集いたします。
ノンピサ、楽しくがモットーの会で

す。ぎうそご三波下さい。

金賞：年間3．000円。
かわいらしい会員踵とかっは通信
（隔月刊）をお送りします。

かっli婿絵：毎月第2土曜日。

問い合わせ・申し込み先：
〒189東柏山前野口町8－11－8

三馬方也0428－91ゼ365

金賞振込先：
郵僅振替00120一軒04476

（加入書名地目かっばの会）

●お知らせ

かっばの全会員の更新時期がや

ってまいりました。更新会員の皆

様には別紙振替え用紙を同射しま

すのでよろしくお願いします。

INFORMATION

●水俣・東京展
「水俣iの事実は現代日本に何を

語るのか。
日時／9月28日～10月13日

11時～9時（最終日6時）

場所／品川駅前特設会場

大塔／1500円、高校生以下700円

主催／水俣・東京辰実行委員会

聞合せ／℡03－5485－6641

●’96森のアトリエ

日時／10月6日（日）10時～3時

場所／都立狭山公園・太陽広場

（雨天時：富士見公民館）

入場／無料
主謄／森のアトリエ実行委員会

問合せ／創423－47－6158（合志）

●自然講座rLせんとあそぷ土ぶ
えを作ろう」

日時／10月12日（日）

対象／小学3年以上一般30名

要申込
問合せ／℡0428－83－2037

（莫多産ビジターセンター）

●編集後記

早いものでこの通信も9号目。

12月発行は10号記念特大号。楽し

い恒例のクリスマスパーティーも

あるので乞うご期待。

●東村山市産業まつり

11月9日（土）～10日（白）に

かっばの会も参加。市役所ロビー

談話室コーナーと駐車場に出展。

皆さん遊びに来てください。ミニ

シンポジウムや面白い出店も考え

ています。


